
新発田城(菖蒲城,舟形城)(国重要文化財,百名城) 

(新発田市大手町)(新発田城址公園) 

 新発田城(しばたじょう)は、現在の新潟県新発田市（越後国蒲原郡）にある城郭。別名、菖蒲城(あやめ

じょう)。新発田藩の藩庁が置かれていた。新潟県内では唯一、江戸時代当時の城郭建築が現存する城跡で

ある。 

 近くを流れる新発田川の流れを利用した平城であった。石垣には石同士の接合部分を隙間なく加工して

積み上げる工法である切り込みハギが用いられている。 

櫓の壁には冬季の積雪への対策の意味もあり、海鼠壁（なまこかべ）が用いられていた。その他の塀や一

部の櫓門には、下見板が張られていた。 

天守はなく、本丸の北西隅に 3重櫓を上げて「三階櫓」と呼んでいた。三階櫓は新発田城における実質的

な天守であった。1654年（承応 3年）に創建されたものは、1668年（寛文 8年）の火災により焼失し、現

在復元されている姿のものは 1679年（延宝 7年）に再建されたものである。明治初期に撮影された写真に

よれば、続櫓（付櫓）を伴った複合式層塔型 3重 3階で、1重目の西面と南面に切妻破風を持った石落と

しを兼ねる出張りがあり、3重目屋根の棟は丁字型に造られ、棟上には 3匹の鯱が載せられている。1874

年（明治 7年）に破却された。 

最初に城が築かれた時期は不明だが、鎌倉時代初期に幕府設立に戦功のあった佐々木盛綱の傍系である新

発田氏による築城と考えられている。代々新発田氏の居城となっていたが、1581年（天正 9年）、新発田

重家が上杉景勝に対して反乱を起こした（新発田重家の乱）。1587年（天正 15年）、景勝により新発田

城は落城。新発田氏は滅亡した。 

その後上杉氏の会津転封に伴い、1597年（慶長 2年）、溝口秀勝が 6万石の所領を得て新発田に入封。新

発田藩領内を治めるための拠点として新発田重家の旧城の地を選び、新発田城の築城を行っていった。城

が完全な形となったのは 1654年（承応 3年）頃、3代宣直の時代といわれる。その後 1668年（寛文 8年）、

1719年（享保 4年）に火災によって城内建築に大きな被害を受けるが、その度に再建されている。 
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